
近年、河川整備が進み、堤防決壊という事態の頻度が少なくなっており、堤防決壊時の対応を経験した
職員が少なくなっていることから、全国の河川系事務所にて平成19年度より堤防決壊シミレーションを実施

しています。今年度は、狩野川のある地点の堤防が浸食したことを想定したシミュレーションより、復旧方

法や資材の搬入方法、情報発信の方法等を討議しました。
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